
北三陸から、世界の海を豊かにする

株式会社北三陸ファクトリー CFO
鈴⽊宏和
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岩⼿県洋野町



世界で唯⼀の「うに牧場®」



世界で唯⼀の「うに牧場®」



洋野うに牧場の四年うに

実⼊りが良く、味も⽢味・うま味が際
⽴つ最⾼の品質のうにに育つ。
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3106.5t （洋野町）

3733.1t （⽇本全体）
83.2%

2022年度 発⾏クレジット量実績
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担い⼿不⾜
Lack of Successors

資源管理
Unmanaged resources

産地偽装
Counterfeiting of origin

⿂価低迷
Low prices of fish

温暖化
Global warming

DX
Digital Transformation
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ISOYAKE
-沿岸の海藻などが育まれる藻場が枯れてしまう現象







うに再⽣養殖
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うに養殖⽤の⽣簀
The Cage For Regenerative
Sea Urchin Cultivation

うに養殖⽤の餌 はぐくむたね
The Cage For Regenerative
Sea Urchin Cultivation

特許技術



2ヶ⽉で100倍の価値をつくる「うに再⽣養殖」

ブランディング

X

はぐくむうに



政府のサポートによる事業の加速

農林⽔産省 中⼩企業イノベーション創出推進事業
（SBIR）にて約9億2000万円の助成⾦を獲得

スタートアップ⽀援プロジェクト
「J-Startup TOHOKU」に採択

X



SBIR制度（中⼩企業イノベーション創出推進事業）
スタートアップ(SU)の育成は、岸⽥内閣の成⻑戦略の柱であり、令和４年「スタートアッ
プ育成５ヵ年計画」を策定。令和４年度補正予算で内閣府が措置した2,060億円を
基に、各省庁において基⾦を造成し、SUの⼤規模技術実証を⽀援。







実⼊のよいウニだけを選別・出荷

・2~3ヶ⽉で実⼊改善

ウニの可⾷部⾮破壊検査装置
（特願2024-014218）

世界で唯⼀のウニ⽤配合飼料
（特願2023-000843）

収容密度を⾼めた⽔槽構造
（特許第7029133号等）

コア技術１

UNI-VERSE systems
ウニの短期実入改善システム

コア技術2



実証設備の設置予定地

（岩手県洋野町八木港）

• これまでのラボ検証を基に、60t規模
の陸上⽔槽を導⼊。

• 飼育⽔は半循環とし、通年⽣産できる
ように温度を管理。

１．飼育

• 現在の配合をベースに、⽔質悪化を最
⼩限とする組成を開発、給餌条件を最
適化。

２．飼料

• 陸上⽔槽において使⽤できるよう、装
置を⼩型化。

• 飼育⽔の影響を軽減するため、AI判定
を最適化。

３．検査

ウニの⼤規模陸上養殖

将来的には⽇本国内で800t



市場の可能性

SAM︓ 4,950億円
⾼級⾷材（ウニ、イクラ、クロマグロ、アワビなど
（※））

SOM︓ 490億円
世界のウニ消費

TAM︓ 1.50兆円
世界各国の寿司ネタ（※）

輸出額
（億円） 輸出単価（千円/kg）

輸出額

輸出単価

財務省貿易統計より

ウニの輸出総額
 価格の推移

⽇本のウニの輸出は順調に伸びており、輸出額は80億円を
超えている。「重点輸出品⽬」に次ぐ第2位である。

出典︓世界の寿司レストラン市場 2024年〜2028年
3兆6600億円（240億ドル︓2028年、Tech Navi発表）
材料費の40％と⾼級⾷材の33％の⽐率を基に推定

ウニは寿司の⼈気ネタである。また、中華料理、フランス料理、イタ
リア料理などでも伝統的な⾷材として使われているため、潜在的な
市場はさらに⼤きい。



●2021年、⼯場竣⼯後、⾷品安
全マネジメントシステムの国際規格
「FSSC22000」「ISO22000」
「JFS-C」を同時取得。

●2024年冬にEU-HACCPを取
得。ウニでの認証取得は⽇本初。

EU HACCPの取得 - 世界展開に向けた⼯場認証



どのような「海」を
未来に遺すのか



 気候変動



オーストラリアでの磯焼け



ISOYAKE in Victoriaタスマニアでの磯焼け
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2023年4⽉ KSF Australia 設⽴

2023年9⽉ Tasmania Blue Seafood 設⽴

グローバルに向けた展開



Richey Fishing社との共同で⽔産加⼯会社
Tasmania Blue Seafood設⽴
Richey Fishing社との共同で⽔産加⼯会社
Tasmania Blue Seafood設⽴



タスマニアの藻場再⽣プロジェクト
~95% の藻場が消失
~オーストラリアの⽔産の未来のために・・・



ビクトリア州（メルボルン近郊）の課題解決に向け、
オーストラリアの主要パートナーと協⼒
ビクトリア州ポートフィリップ湾のムラサキウニは約1万トン
（約1億2500万個体）

コンソーシアム

2024年のうに養殖試験



● 衛星および海洋ドローンによる昆布再⽣モニタリング
● 海藻およびコンブの再⽣に向けた体系的なアプローチを通じて、「カーボンクレジット」

および「ネイチャーリペアクレジット」を取得し、販売する

⾃然再⽣（ Nature Positive ）
の実現に向けて





海の未来を共に創りましょう︕


